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中堅看護 婦研修 に 「職場trip(訪 問)」 を実施 して
一 平 戌10隹 麾 の研 修 よ り 一









1.は	 じめ に 年度中堅看護婦研修の内容を、研修の概要、職場trip、グ
ループ面接の順で、評価的視点か ら振 り返ってみたい。
当院における段階別教育の一つである中堅看護婦研修
は、臨床経験5～6年 目の看護婦を対象に行っている。研 II.研 修 の概 要
修のね らいは、病棟における自已の課題を達成するため
の方向性を明確にし、リーダーシップ能力を高めること 1.中 堅看護婦研修の概要(図1)
である。研修内容は、まず、講師の杉万俊夫教授(京 都 ね ら い:自 己の課題を達成するための方向性を明確に
大学総合人間学部)か ら、グループ・ダイナミックス(集 する




ずつ2室 に分け、水と油のように異なる行動様式を演技で ③所属病棟における リーダーとしての役割 に
きるように練習させた上で、受講者に他室を訪問させ、そ ついて考えることができる
の行動様式を視察、報告させるというものであり、この ④集団や組織の理論が理解できる
ゲーム実習は、引き続いて行う職場tripの、いわばウォー 受 講 者:37名(当 院35名+歯 学部附属病院2名)
ミングアップとしての位置づけをもっている。 場 所:関 西地区大学セミナーハウス(宿 泊)と 、14
今回、職場tripに対する評価を、研修直後のレポー ト、 階会議室
および、半年後におけるグループ面接で聴取 した。受講 講 師:杉 万俊夫(京 都大学総合人間科学部教授)














講 昼食 セミナー ハウス 「集団の意義とリー ダーシップ」 入浴
開講 式 「集団の意義とリーダーシップ」
(火) 話 京都大学総合人間学部 へ移 動 京都大学総合人間学部 懇親会 ション 教授 杉万 俊夫 教授 杉万 俊夫
講義・演習	 講義・演習
6/10 「集団の意義とリー ダーシップ」 昼 「集団の意義とリーダーシップ亅 千里中央経由
(水) 京都大学総合人間学部 食 京都大学総合人間学部 阪大病院へ 
教授 杉万 俊夫 教授 杉万 俊夫
6/ll 「職 場trip亅 昼	
閉
(木)	 食
「職 場trip」 まとめ ・発表 講
・初 日は午後 か らセ ミナーハ ウス に移 動。1泊 す る。	
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2)4種	類のシー ト類(① 第一印象シー ト、②第一印象分






















実 施 期 間:平 成10年12月15日 ・16日 ・17日(全 て
勤務外を原則)





















時間 27名 6名 3名 
配分 (75%) (16.7%) (8.3%)
13名 14名 9名 
場所 (36.1%) (38.9%) (25%)
30名 5名 1名期間
(83.3%) (13.90) (2.8%)
研修 30名 6名 なし
内容 (83.3%) (16.70)
2)研 修について	 (表2)
はい どち らで いいえ項目 もない 無回答
期待をも 20名 15名 って参加	 なし 1名
したか (55.60) (41:7%)
自己の課
題が明確 23名 13名 




りが得 ら 13名 22名 












けて良か 33名 3名 
ったと思 (91.7%) (8.3%)なし なし
うか
グループ









Fa亅には積 28名 7名 1名 な し極 的 に 参 (77.8%) (19.4%)









































































・第一印象 シー トの分析は31名 分を分析した。この分析
においては、歯学部の2名 と記述が判読できない当院の



















分析シー トの3つ を、事後の提出記録 とした。






































































で話 した(5)、業務担当 ・研究担当の仲間で話 した(3)、み
んな聞いてくれ職場trip談義に花が咲いた(7)、婦長 ・副婦





































られた。研修のね らい以上のものを、職stripを 通 して得
たように思われる。
2.職 場tripの相互学習効果
































杉 万俊 夫著(1999).集 合性 の理論 一グル ープ ・ダイナ
ミックス ー,62～70,放 送大学教材.
参考資料
第一印象シー トの実例(一 ある内科病棟のtripよ り一)



















































⑤看護体制	 て い る。・準夜、深夜は看護婦が2人 のため、受け持ち
患者を部屋ごとに決めている。
・研修医ごとに輸液、注射薬のBOXが ある。






































・カ ンファレンスを決めた時間に、毎 日実施 し 
⑧ カンファレ て い る 。
ンス ・医師とのカンファレンスを、お昼の時間に持
っ て い る 。
⑨責任業務	 ・責任さんが一人で、点滴の用意をしている。
(責任係) 次の勤務帯の分まで。
大阪大学看護学雑誌Uol.6No.1(2000)
⑪新人教育
⑫婦長業務
⑭事例検討
⑮感染対策
⑯ゴミ処理
・責任係も患者受け持ちをしている。
・ 責任係が必ず深夜勤務になっている。
・ 責任、受け持ちの他に、投薬係がいる。
・新人教育は、項目別に看護婦が分担して行っ
ている。
・婦長さんが、電話受けや受診業務に参加され
ている。
・第一木曜 日は、POSの 事例検討日
・POSの 事例の検討会は、全員参加で行って
いる。
・MRSA患 者がいない。
・毎朝、環境整備としてバケツに水をはり、雑
巾を持ち部屋を回る。
・ 日勤者が検温に行く際、カー トの下にバケッ
と雑巾を入れ、検温毎に環境整備をしている。
・クリーンルームに入る患者が多いためか、薬
杯や薬杯の蓋、吸引ピン、ネブライザー用のジ
ャバラなど、滅菌したものを使用している。
・ゴミ箱の上に籠を置き、針付きボトルの確認
をしてからきちんと捨てる努力があった。(3)
・ ゴミ箱の上に籠を置き、2段 階で上に廃棄さ
れたボ トルを看護助手が針のないように点検 し
て廃棄処理していた。
・プラスチ ック、ビン用のゴミ箱にかごを置い
て捨てている。まずそれに捨てて、針がないの
を確認して、かごの下のごみ箱に捨てている。
・足で押すと開くゴミ箱(ア ンプル用)が ある。
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